
 
 

 

 

 先週の月曜日は、欠席児童が学校全体で約５０人となり、そのおよそ半数はインフルエンザに罹患してい

たため、学校医とも相談し、急遽１７～１８日の 2 日間を学校閉鎖といたしました。急遽、おうちの方にも予定

や仕事の都合を変更していただいた方がたくさんあったと思います。柔軟に対応して下さり、ありがとうござ

いました。おかげさまで、学校閉鎖後に体調を回復し、元気に登校できた子もたくさんいました。ただ、全国

的にみても、まだまだインフルエンザ等の感染拡大は続いているため、気

を抜くことはできません。引き続き手洗い・うがい・換気等の徹底を継続

し、感染予防に努めていきたいと考えています。 

今年もあと残すところ１０日を切りました。子どもたちにとって、大変楽

しみにしている冬休みに入ります。学校の方でも「冬休みの生活」のプリ

ントを使って、子どもたちが事件や事故に巻き込まれることのないよう、

安全に楽しく過ごせるよう、指導を行いました。ぜひ、おうちの方でも、冬

休みの過ごし方について再度子どもさんと話し合い、確認する時間をと

っていただきたいと思います。年末の何かと忙しい時期を迎えますが、ぜひ子どもたちにも何かしらの家族と

しての役割を与えてあげて下さい。新たな年を迎えるにあたり、家族のみなさんが、様々な仕事をしているの

を子どもたちが見ているだけだったり知らなかったりするのでは、もったいないです。もう立派な小学生です

から、子どもたちにできることもたくさんあります。どんどんお手伝いさせてあげて下さい。それが、子どもの

自信や、自己有用感につながっていきますから。 

令和６年の幕が下り、まもなく新しい年を迎えようとしています。皆様、どうぞよいお年をお迎えください。 

 

冬季休業中の連絡先      橋北小学校 330-0026     

・ 開校時間 ８：３０～１７：００ ※土・日・祝日および学校閉校期間は除く 
・ 学校閉校期間（１２月 28日～１月５日）  
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ぜひ、冬休みの間に「よっかいち電子図書館」でお気に入りの本を見つけて、読書を楽しみま

しょう！ 

・子どもたちは、タブレットPCを使って「よっかいち電子図書館」の 

使い方を学習しています。 

・「よっかいち電子図書館」で検索すると、「ご利用ガイド」が見つかります。 

学校閉鎖でさみしげな児童昇降口 



 
１２月５日、橋北小学校の体育館で人権フォーラムがあり

ました。６年生と中学校１・２年生が縦割りのグループになって、

人権について深く考える２時間でした。【「差別をする人」と

「差別をなくす人」の違いは？】【「差別しない人」は、①差別を

受けた側、②加差別者、③見ている周りの人、④その事実を全

く知らない人、のうち どの人をいうのか？】など、いくつかの課

題についてみんなで考えました。課題に対して６年生の子ども

たちは中学校１・２年生の子どもたちと真剣に意見を交わし、

自分の人権感覚について振り返っていました。 

【参加した６年生の児童の感想から…「あなたは差別をなくす立場に立てていますか？」】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
スマホなどのＳＮＳが急速に普及し、生活が便利になった反面、理解が未熟な子どもや大人が間

違った使い方や捉え方をしてしまうことで、自分や相手を傷つけてしまう道具となってしまいます。 

１月１６日(木)１１：３０～１２：２５に本校３Ｆホールにて開催される「ＰＴＡ家庭教

育人権講演会」では、講師先生をお招きし、ＳＮＳと人権をテーマに講演をしてい

ただきます。案内文書(12/10 配布)では、締め切りは 12月 19日（木）となって

いましたが、まだ申し込みをされていない方で、申し込みたい場合は、令和 7年 

1 月 10日（金）までに、長子のお子さんの担任に「申込書」をご提出ください。 

 

自分は無関心な人と思う。聞いたり見たりしているのに止めなかった。自分がもし何か言われた
り、自分も差別をされたりするっていうのは、もちろん少し不安になってしまうから、とめるのが
こわい。だけど今日のことを聞いて、自分はこれから、見て聞いているだけじゃ差別はおさまらな
いから、「止める」を先にすることを意識していきたいです。 
自分は少しあたり(言葉)が強かったりすることがある。例えば何か聞かれたとき、「何！」と強く

いってしまったり「1回静かにして！」など、強くいったりしてしまうので、これからは、差別をし
ないで、みんなにやさしくしていきたい。 

私は、差別されている人がいたら「無関心な人」の時があります。なぜかというと、私は誰かが
差別されていても勇気が出なくてとめられないし、自分がとめたときに、まわりから仲間外れにさ
れたり、陰口を言われたり、友だちに無視されたりとか、すぐ先の自分のことを考えてためらって
しまうからです。でも人権フォーラムを通して、いじめはだれかが止めないと差別されている人は
すごく寂しいしこわいから、周りの人が少しでも勇気を出すことが大事だと学んだ。 

私は、いつも「無関心」です。目の前で起こっていることに気づいているけど、止めようと行動
に移せない、移そうとしていない人です。今日のフォーラムを通して、みんな同じ人間なので、自
分さえよければという考えを捨てて、差別をなくすための行動をする！と思いました。 
友だちが差別をしている人だった時、伝えにくいとは思うけど、言えない時は話題を変えたり、

違うことをしてあげれば、友だちも何となく気づいてやめてくれるかもしれない、と思います。 

私は、「無関心な人」だと思った。私が止められない理由は、巻き込まれたくないし、どうして差
別をするのか理由もわからないし、ターゲットが私になったらこわくて止められないと思った。今
日の人権フォーラムで、自分が意識してなくても差別になるということが分かった。なので、これ
からは差別している人がいたら止めて、困っている人や悩んでいる人がいたら、止める。 


